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３．現在までの達成度 １．研究計画の概要 
①当初の計画以上に進展している。 本研究の目的は、これまで「家計」としてひ

とまとまりにされてきた家族を、本人、配偶
者、親、義理の親、きょうだい、子供、など
からなる集合体として明示的に捉え、経済学
的な観点から理論的および実証的に分析す
ることである。日本の家族はどういった社
会・経済的要因（社会的規範・慣習、労働市
場）、制度的要因（家族法制、社会保障制度）
から影響を受けてきたのか、また、逆に家族
関係の変化がこれらの要因にどのような影
響を与えるのだろうかといったことを明ら
かにする。 

(理由) 
2011 年 3 月末がこの研究の最終年度である
が、当初の計画以上に進展した。というのも、
当初予定していた多くの研究が査読付き英
文雑誌に掲載されたり、海外査読付き論文発
表会にて発表されているからである。また、
毎年開催している研究会では海外の研究者
からコメントをもらうなど非常に意義深い
ものとなっている。 
 
 

 ４．今後の研究の推進方策 
 本研究は、当初の計画ををすべて完了したが、

今後は本研究をいくつかの方向に発展させ
ることが考えられる。ひとつは、今までの研
究では、分析対象を主に日本に限ったが、こ
れからは、メンバーの在外研究の研究成果を
生かし、国際比較分析を行い、国によってど
の程度の違いがあるかを明らかにするとい
う研究である。次に、これまでは、同居や介
護を中心に研究を行ってきたが、社会保障制
度や法制度との関連をより吟味する事も考
えられる。最後に、家族の金銭的な効用水準
だけではなく、健康や満足度など行動経済学
的な観点から研究を行うことも必要と思わ
れる。 

２．研究の進捗状況 
本研究では、親子間の同居について単なる
「子供」と「親」だけではなくて「それぞれ
の子＝きょうだい」や「夫の親」「妻の親」
といった具体的な家族構成員それぞれを単
体として捉え、遺産やその他世代間移転が夫
の親と妻の親ではどのくらい異なるのか、子
供がどの程度高齢の親と同居し、どの程度高
齢の親の世話、介護、経済的援助をするかを
それぞれの家族の構成員を明らかにした上
で、これらの行動の決定要因について検証し
た。また同時に親の遺産やそれ以外の世代間
移転（または親の資産）と子供が高齢の親と
同居し、高齢の親の世話、介護、経済的援助
などを行う度合いの間にどの程度の相関が
あるかについて吟味した。さらに、新たな家
計の形成、存続、解消を見るために結婚、 

 
 
 
 
 出産、離婚について家族構成員を元に議論し

ている。  
  



５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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